
        

高松泉キリスト教会 ニュースレター 
第 187 号（2025 年 11 月号） 

 

  

 

先日、四国学院大学のチャペルアワーに呼んでいただきました。学生
たちの⼼を開こうと導⼊で⾊々話題を振りましたが、無反応で滑りまくったのです。気を取り直
し、聖書のお話をして帰ってきました。⼀緒に妻が⾏ってくれたのが慰めでした。帰りの⾞の中
で落ち込む私に「最初は緊張してカミカミで聞き取りづらかったけど、導⼊後の聖書のことばは

学生たちに届いていたと思うよ」と大笑いしながら、励ましてくれたのです。
これから⼀人でも多くの学生がイエスさまに出会い、イエスさまに助けを求め
られるように、お祈りしていきます︕ 

今月も神さまからの恵みが、お⼀人お⼀人の上に豊かに注がれますように。   (2025.11.01) 

 
負けるが勝ち 

⻑男が⼩学校代表としてリレー選手に選ば
れ、県大会で 3 位になりました。優勝するか
な〜と期待していたので「残念だったね」と声
をかけた私。すると⻑男の⼝から「4 番手の子
が抜かれずに頑張ってくれた」とねぎらいの
ことばが出たのです。悔しさはあったでしょ
うが、それ以上に⼒を合わせ、3 位になったこ
とが誇らしかったようです。⼀番になること
だけが全てではないと気づいたの
は、彼にとって大きな収穫。それで
も兄弟間では、⻑男としての意地が
あり、弟たちに絶対に負けたくない
のですが、、、 

私たちは結構、負けず嫌いですね。何でも
勝ちたいのですが、負けることも多い。健康診
断後は健康志向になる私ですが、数ヶ月経つ
と誘惑に負けて、身体に悪いものを食べてし
まうのです。人の成功談を聞くと、自分とは全
く関係ないはずなのに、勝手に比較して、勝手
に落ち込み、勝手に負けた気になることがあ
ります。学生時代には思うように成績が伸び
ず、受験に失敗し、敗北感を味わったのです。 

負けたくないのに、繰り返し負けることで、
いつの間にか、負けることに慣れてしまう。負
け癖がつく。そうすると「どうせ負けるんだ」
と、何事に対しても消極的になってしまうの
です。それゆえに⾏動する前から諦めたり、⼀
歩踏み出せないなんてことが何度もありまし
た。そんな自分の歩みを振り返り、そもそも負
けることは、悪いことなのだろうかと考えさ

せられたのです。先日の天声人語に、
デビュー後、負け続けた競走馬ハル
ウララについて書かれていました。 

 
潔く負けることは難しい。ましてや、潔く負け
つづけることは、もっと難しい。⼀度や⼆度の
敗北なら⽴ち上がれても、度重なれば、⼰の実
⼒のなさという事実に向き合わざるを得ない
▼だからだろう。「負けたのは、まだ本気を出
さなかったからだ」と、自分に言い聞かせて自
尊⼼をなぐさめる。人にはそんな弱さがある。
同じ勝負に挑みつづけるのが
いかに難しいか▼負けても負
けても走り続ける。 

しかし、わたしが与える水を飲む人は、いつまでも決して渇くことがありません。 
わたしが与える水は、その人の内で泉となり、永遠のいのちへの水が湧き出ます。 
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多くの人があの疾走に⼼を引かれたのは、ど
こか純粋なものが光っていたからに違いない。
高知競馬のハルウララ。1998 年にデビューし
てから⼀度も勝てず、いつも前をゆく馬が蹴
り上げた土ぼこりを浴びていた。それでもあ
きらめることをしなかった▼ハルウララは
「勝ちたくて、がんばってるんです。やる気も
なく、ずるずると負けていく…そんな馬じゃ
ないから、いいんです」…▼格差社会へと向か
う時代のとば⼝に現れた「負け組の星」は、113
連敗という記録を残して引退。…▼ついに先
頭でゴールを駆け抜けることはなかった。勝
ちなき⼀生は「だが、価値ある⼀生でした… 

【朝日新聞 2025.9.13「天声人語」より】 

負け続けたハルウララがみんなに好かれた
のは常に前を⾒て、あきらめずに走っていた
から。もし私が同じ⽴場だったら、
勝負から逃げ出していたに違いあ
りません。私たちは負けることで、
どんどん惨めになる。だから負けら
れないのです。けれど負けることの
ない人生はあり得ません。⼩さな負
けもあれば、大いにズッコケて惨敗すること
もあるのです。 

この⼀つ⼀つの負けを通して、私たちは自
分の欠点・弱さに向き合うことになります。こ
れは私たちには苦しみであり、マイナスに感
じることもあるのです。でも欠点・弱さを認め
ることは、私たちにとって強さとなるのです。
先日、ある方が「教会は弱い人の⾏くところだ
と言われて悔しかった」と話してくれました。
確かに自分の弱さや欠けを知らなくては教会
に⾏こう、イエスさまを信じようとはならな
いですね。そういう意味では教会は弱い人の
⾏くところ。 

⼀方で、教会に⾏く
人、イエスさまを信じ
る人は、強い人だと思
うのです。それは自分
の負けを素直に認め、イエスさまに救いを求
めているからです。負けを認めるのは勇気が
必要です。プライドが傷つくからですね。けれ
ど「自分だけでは生きていけない」と自分の負
けを認めたとき、私たちは勝ちに執着せず、イ
エスさまに委ねることができるのです。 

イエスさまのこの世での歩みは勝ち負けで
いうと、どちらだったでしょうか。イエスさま
は多くの病人を癒やし、常に多くの人がイエ
スさまの周りにいたのです。けれど人生の最
後、イエスさまは捕らえられ、十字架で殺され
てしまいます。そのとき、イエスさまの味方は、

ほとんどいませんでした。完全な敗
北と、当時の誰もが思ったことでし
ょう。しかしイエスさまは死んで終
わりではありませんでした。三日目
に死からよみがえられ、弟子たちの
間に現れてくださったのです。 

私たちの⼀番の恐れ・敗北は死です。死を前
にして私たちは無⼒です。誰⼀人、死を免れる
ことはできません。けれど自分の負けを認め、
イエスさまを信じるなら、死は敗北ではなく
なるのです。それは私たちには死に打ち勝ち、
後の日によみがえるという確かな約束が与え
られているからです。肉体の死は、希望に変わ
る。そして、お⼀人お⼀人は負けるが勝ちの人
生に招かれているのです。 

 
わたしの恵みはあなたに十分である。 

わたしの⼒は弱さのうちに 
完全に現れるからである。［聖書］ 

 

 

 

 

○  礼   拝      毎週日曜日 10︓30〜12︓00 
○  イズミン・キッズ  毎週日曜日  9︓30〜10︓20 
○  おやこ de えほん  毎週水曜日 10︓30〜12︓00  

＊どなたでも歓迎いたします︕すべて事前申込みなしで参加いただけます。 
上記の他に様々な相談や聖書の学びをすることができます。お気軽にお問い合わせください。 


